


































































































































































































を表し，1 点から 6 点が配された選択肢は，各質
問項目が表す学習内容への要望の程度を示す．総







































は，平成 28 年 3 月 4 日から 4 月 15 日であった．
５．データ分析




















































1～37 年 平均 11.2 年（SD8.0）
1～3 年 15 名（21.1％）
4～10 年 21 名（29.6％）
11～19 年 23 名（32.4％）
20 年以上 12 名（16.9％）











その他 1 名（ 1.4％）
教育課程
3 年課程 30 名（41.7％）
2 年課程 13 名（28.3％）
准看護学校 29 名（40.3％）
A 県主催の研修（平成 27 年度 2 回開催）
2 回とも参加した 19 名（26.4％）




上司のすすめ 5 名（ 6.9％）
業務命令 2 名（ 2.8％）
同僚のすすめ 1 名（ 1.4％）




希望プログラムがない 4 名（ 5.6％）
興味がない 2 名（ 2.8％）




の教育課程は，3 年課程が 30 名であった．
　平成 27 年度に 2 回開催された A 県主催の研修
に，2 回とも参加した者が 19 名，1 回参加した者









位尺度Ⅵに回答のなかった 2 名を除き，47 名の
回答を分析対象とした．これら 47 名の総得点は，














ル総得点は，91 点から 168 点の範囲であり，平
均 143.6 点（SD 15.6）であった．また，各項目














































































































1～3 年 152.1（12.2） 19 項目
4～10 年 142.4（15.5） 4 項目
11～19 年 141.4（11.6） 2 項目
20 年以上 137.3（21.5） 2 項目
専任教員養成講習会受講の有無
あり 141.9（15.6） 1 項目
なし 152.3（12.7） 18 項目
部下後輩の有無
あり 141.3（16.1） 1 項目
なし 149.8（12.4） 18 項目
職位
専任教員 142.9（16.5） 2 項目
教育管理責任者 146.6（12.3） 8 項目
所属する学校の教育課程
3 年課程 147.9（13.7） 11 項目
2 年課程 144.8（17.3） 6 項目
准看護学校 138.6（15.7） 1 項目
42

























































1 ．担当科目の専門性に関わる理論・知識・技術・態度 ● ● ● ● ● ● ●
2 ．担当科目に関わる看護実践に必要な知識・技術・態度 ● ● ● ● ● ●
3 ．講義・演習・実習で効果的に学生を指導するために必要な知識・技術・態度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
4 ．授業案・教材作成など授業設計に必要な知識・技術 ● ● ● ●
5 ．教材・教具の工夫・改善に必要な知識・技術・態度 ● ● ● ● ● ●
6 ．学生のレディネス・ニードに応じた授業展開に必要な知識・技術・態度 ● ● ● ●
7 ．看護理論・過程・倫理・研究指導など各看護学共通の教育内容 ● ● ●
9 ．教育学・心理学・社会学など教育の基盤となる他学問領域の知識 ● ●
10．看護の視点を反映した解剖学・生理学・病理学の教授方法 ● ● ● ● ● ●
11．教育活動に必要な看護・医療・保健・福祉・看護学教育の最新の知識 ● ● ● ● ●
12．看護学教育に必要な社会情勢に関する知識 ● ● ●
13．現代の学生気質や行動傾向を理解するために必要な知識・技術・態度 ● ● ●
14．学生の個別性に応じた生活・進路指導に必要な知識・技術・態度 ● ●
15．学生の主体性・自律性・自己教育力の育成に必要な知識・技術・態度 ● ● ● ●
16．学生や他教員の問題解決を支援するために活用可能な面接・カウンセリング技法 ● ● ● ●
17．円滑な教育活動に必要な対人関係・コミュニケーション技術 ● ● ●




24．教育評価に必要な知識・技術 ● ● ● ● ● ●
25．看護教育制度に関する知識
26．カリキュラムの編成・評価・改善に必要な知識・技術 ● ● ● ●
27．研究活動に必要な知識・技術・態度 ●



























































































の総得点は平均 141.1 点（SD 15.1）である．
　本研究の結果，対象者の学習ニードアセスメン



























































































































は 4 項目であり，それらは「1～3 年」群の高得点
項目にも含まれていた．一方，「11～19 年」群の





















群が要望する 4 項目を含む計 19 項目であり，学











































































　「11～19 年」群の高得点項目は［1］，［3］の 2 項
































































































































































































Discussion on Continuing Education Programs 
for Faculty Members in Diploma Schools of Nursing: 
Assessing Educational and Learning Needs
Hiromi Iwanami1), Yasuhiro Matsuda2), Naomi Kawauchi2) and Yuko Takahashi2) 
1) Doctoral Program in National College of Nursing, Japan 
2) Gunma Prefectural College of Health Sciences
Objectives: This study aimed to clarify the current situation of educational and learning needs of faculty members 
working at nursing diploma schools of nursing in Prefecture A, and to develop a continuing education program.
Methods: A total of 157 anonymous questionnaires were mailed to faculty members and the 81 valid responses were 
analyzed.  The measurement tools used were the “Educational Needs Assessment Tool for Nursing Faculty” and “Learning 
Needs Assessment Tool for Nursing Faculty”.
Results: The mean total score on the educational needs assessment tool was 78.5 (SD, 16.1).  The mean total score on the 
learning needs assessment tool was 143.6 (SD, 15.6).  Inexperienced faculty members had higher scores in items related to 
learning needs.  Many faculty requested information related to methods of selecting educational content.
Conclusions: Based on these findings, we suggest continuing education programs for faculty members working at 
diploma schools of nursing in Prefecture A.
　　　Keywords: nursing faculty, educational needs, learning needs, continuing education, program development
